平成29年度第１回広島県食品安全推進協議会議事録（概要）
日　時：平成29年８月１日（火）午後２時00分～４時00分

場　所：県庁北館２階　第１会議室

出席者：（敬称略）

【座長】　烏帽子田　彰 （国立大学法人広島大学大学院医歯薬保健学研究院教授）

学識経験者　田中　秀樹   （国立大学法人広島大学大学院生物圏科学研究科教授）

　村上　和保 　（広島女学院大学人間生活学部長）
山内　雅弥   （国立大学法人広島大学副理事）
消費者代表　森畠　哲司   （広島県生活協同組合連合会　担当課長）

徳田　洋子   （公益社団法人広島消費者協会会長）

佐藤　浩子   （広島県地域女性団体連絡協議会会長）　

生産者代表　久保井　晃浩 （広島県農業協同組合中央会　JA営農支援センター長）

　　　　　　仁城　明彦   （全国農業協同組合連合会広島県本部ＪＡ担当部長）

山本　勇二   （広島県漁業協同組合連合会会長）

事業者代表　中本　哲夫   （一般社団法人広島県食品衛生協会常務理事）
            藤川　純裕   （日本チェーンストア協会中国支部）
            石川　秀次郎 （広島県スーパーマーケット協会事務局）

１　議事次第
（１）開会　
（２）挨拶
（３）議事

①「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」平成28年度の実施状況と評価

②「食の安全に関する基本方針及び推進プラン」に関する平成29年度の主な取組
③ その他
２　配布資料

　資料１　「食の安全に関する推進プラン」平成28年度の実施状況と評価
　資料２　平成28年度食品衛生監視指導計画に基づく実施結果
　資料３　平成28年度食品表示の一斉点検結果について

　資料４　工程表

　資料５　HACCP導入率達成に向けた取組について

　資料６　平成29年度県政世論調査について

　資料７　アニサキスによる食中毒について

　資料８　野生鳥獣の病原体保有状況調査の結果について
　資料９　食中毒事件の発生について
３　議事概要
1 「食品の安全に関する基本方針及び推進プラン」平成28年度の実施状況と評価
【食品生活衛生課】

・資料１，３，４に沿って，平成28年度の実施結果を説明。
・５年間での数値目標10項目のうち既に達成しているのは，食中毒発生件数の１項目である。
・単年度で取組むべき事項の参考指標については，表にあるとおり，95％が概ね達成となっている。
【烏帽子田座長】

・資料１のP2，3で健康生活応援店（食物アレルギー）の1,000店舗に向けてどのよう
に加速させるのか。また分母となる店舗の数はどのくらいか。
【食品生活衛生課】
・アレルギー表示については，自主的に取組をしている店舗も多数ある。しかし県のホームページへ掲載した場合，事業者は問い合わせを受けるなど，その後の対応が難しくなるといった事情もあるようである。
・食物アレルギーの患者が多い中で有意義な情報提供であるので，食品衛生監視員が立入りを行う際に，取組みを行っている店舗へ協力を呼び掛けるとともに広報も強化していく。
○各自治体からの報告
【食品生活衛生課】

・資料２（1～4ページ）により平成28年度の食品衛生監視指導計画に基づく実施結果について説明。
【広島市】

・資料２（5～13ページ）により広島市の監視指導計画に基づく実施結果を説明。

【呉市】

・資料２（14～19ページ）により呉市の監視指導計画に基づく実施結果を説明。

【福山市】
・資料２（20～22ページ）により福山市の平成28年度の実施状況の概要を説明。
（各自治体の報告について，意見なし）
○各団体の実施状況報告（資料１　23ページ～38ページ）
【広島県農業協同組合中央会】
・衛生管理ではGAP指導員養成のための研修に13の農協から20名が参加。食品表示

の項目では生産履歴調査については，回収点検率99.7％であった。

・リスクコミュニケーションでは，ひろしま地産地消協議会のファンクラブサイトで情報発信をしている。

【烏帽子田座長】

・GAPには種類があるがGAPアドバンスか。
【県農協広島中央会】

・JGAPである。
【烏帽子田座長】

・2020年に東京オリンピックが開催されることに関連するので質問した。
・オリンピックの食材はオーガニックにしようという動きがロンドンから始まったが，日本の作付面積では無理だということで，GAPアドバンスやJGAPを対象としていくような動きがある。
【全国農業協同組合連合会広島県本部】

・JGAP指導員の養成に取り組み，13名を養成した。

・食品表示では，生産履歴の取組みにおいて，米では履歴の記帳が前提とされているJA米が99％である。牛肉はトレーサビリティが定着している。

・リスクコミュニケーションでは安佐南区大町の産直市で産地情報を発信している。

・農薬危害防止講習会を職員18名が受講した。そのほか，生産者向けの講習会も随時，実施して人材育成を行っている。

【広島県漁業協同組合連合会】

・貝毒の検査を実施している。この春には，規制値内ではあったものの貝毒が発生したため，注意体制で検査を実施し，安全の確認をした。
・かきのトレーサビリティについては，システムへの記録ができていなかったことが判明したため，未達成となった。
【広島県食品衛生協会】

・広島県自主衛生管理認証事業については，６施設を認証した。今後，増加に向けて努めていきたい。食の安心・安全５つ星事業については，県内９所54施設が参加をしており，平成28年度から開始している。
・食品表示については，食品適正表示調査を2,651件実施した。そのほか，食中毒予防月間のキャンペーンや，各種講習会を実施している。

【日本チェーンストア協会】

・各社で衛生管理マニュアルを作成しており，マニュアル不備店舗の改善を図っているところである。昨年から今年にかけてはHACCP講習会へ参加し，新しい自主管理システムの構築を図っている。
・食品表示に関しては，自主点検，自主回収を実施するとともに知識の習得を図っている。自主点検で見つけた不適正表示について各社で対応できるように取り組んでいる。

・食物アレルギーへの取組を強化しており，表示義務のない商品についても７品目については表示をするように各社で取り組んでいる。

・危機管理については，県外の店舗でアニサキスやノロウイルスの対応が必要なことがあった。ノロウイルス対策として，症状がある場合には出社せず検便で陰性を確認しようという取組や，アニサキスについては調理内容を見直し，自主点検を行っている。

【広島県スーパーマーケット協会】

・衛生管理については，マニュアルを使用して各社で日々のチェックを行っている。
・HACCPについては，小売業でのHACCPはなかなか進んでいないが，義務化に向けて各社情報共有して取り組んでいる。

・表示については傘下の200店舗で開店前などに表示ルールに基づき点検をしている。

・表示に関する知識の習得については，スーパーマーケット検定や食品表示検定の受験などにより人材育成に取り組んでいる。
・リスクコミュニケーションは，県内の食中毒情報や各省庁からの情報について各社で店長会議等により情報共有を図っている。
【広島県生活協同組合連合会】

・生協ひろしまと広島県消費者団体連絡協議会の２団体の取組について説明。
（生協ひろしま）

・衛生管理については職員研修，定期的な商品検査を実施している。

・食品表示については，PB開発商品と産直品については「取り決め事項」として管理し，特に管理が必要な原料は産地確認や現地監査を実施している。

・リスクコミュニケーションについては，各種会議による情報共有，広報誌での発信などを実施した。
・危機管理については，組合員サービスセンターの設置や，店舗でのお客様の声の集約などにより対応している。また，商品へのクレームやサービスセンターへの問い合わせはシステム化をして状況の監視を継続している。

（広島県消費者団体連絡協議会）

・食品表示については，食品ウォッチャーの取組を実施した。

・リスクコミュニケーションについては，コープ委員に対する学習会のほか，医療生協で健康や減塩に関して学習した。
【広島消費者協会】

・衛生管理については，公民館で食中毒防止について学習した。

・食品表示ウォッチャーの取組を実施した。

・リスクコミュニケーションについては，地域で保健所やスーパーと懇談を実施した。

【広島県地域女性団体連絡協議会】

・食品表示ウォッチャーの取組を実施した。
（協議）
【山内委員】
・この計画は期間の約半分が過ぎており，数値目標と現段階の実績をみると，このままでは，特にアレルギー（健康生活応援店）やHACCPの導入については黄色信号ではないか。それなりの手を打たないと計画倒れになるのではないかと危惧している。
【烏帽子田座長】

・山内委員に関連して，健康生活応援店については，周知はおそらく十分にされていると思う。広報・取材・業界団体など，皆さんから次回，提案をいただくなども必要かと思う。
・計画は長い期間があるが，かといって初動であまりゆっくりもしていられないということである。
・資料１の最初の総括表シートで，参考指標については前回は100％だったように記憶している。今回の結果はたまたま100％ではなかったのか。
②「食の安全に関する基本方針及び推進プラン」に関する平成29年度の主な取組
○HACCPの推進について

【烏帽子田座長】
・HACCP導入率は，現在2.7％で，目標は20％ということだが，HACCP自体については，3年前から，国のTPPの動向を待ってという説明だったと思う。今後は具体的に数値を管理していくべきだと思うがいかがか。HACCPの目標に向けての取組みについて具体的な考え方はどのようになっているか。
【食品生活衛生課】

・資料５に基づきHACCPの推進について説明。

・厚生労働省は，昨年末に，すべての食品事業者にHACCPによる衛生管理を適用すると公表した。HACCPにコーデックス７原則を要件とする基準Ａと，基準Ａの導入が困難な施設に対する弾力的な運用を可能とする基準Ｂの導入が示された。

・広島県では，主に広域流通食品の製造業を中心に基準Ａの導入を進めているところ。

・今年度は，事業者への導入支援，食品衛生監視員の資質向上，全保健所による導入推進検討会を開催し，事業者向けの講習会では，品目別のプラン作成演習も行う。
・HACCPに関する様々な制度について，今回これを精査し整理した。基準Ｂについては，より弾力的な取扱が認められ，対象施設も基準Ａより多くなる。基準Ｂを導入できれば数としては上がってくるが，現在のところ，まだ判断基準（どのようなものを導入済みとみなすか）についてまだ明確になっていないため，国の動向を注視しながら取り組んでいく。
・また，県の特産品であるかきの作業場についても，従来からの衛生管理の取組をHACCP方式と照合して，導入に向けて検討していく。
【烏帽子田座長】

・基準Ａを標準的なHACCPとしたら，基準Ｂは簡易HACCPよりは少し進んだものと理解している。内容が具体的になったら報告してほしい。
【村上委員】

・平成31年度で20％という数字が出ているが，業態ごとの基準値を立てるということはないのか。規模別で一番ネックになりそうなところに風穴をあけるような発想はいかがか。
【烏帽子田座長】

・今の指摘は，HACCPをとるべきところが実際どのくらいあるのか，20％という数字がどうなのかという点だと思う。
【食品生活衛生課】

・このプランで20％と設定した理由は，約10,000ある許認可製造施設のうち，大手を含む広域流通施設が20％程度という目論見で設定された。10,000施設のうちの20％である約2,000施設がHACCP管理していけば，県外に出ていく約８割以上の製品にHACCP管理ができているという設定である。
・各保健所で，監視指導計画に基づいて年間の監視を行っているうち，年4回のランクで監視を行っている広域や大量調理の施設を数えると現状では2,000という数字には届かない状況である。
【烏帽子田座長】

・大体のところは理解できた。20％というのは理にかなっているだろうが，業態・規模で考えたときに，どの程度がとらないといけない部分なのか。たとえば10％しかいかなかったときに，実態としては，必要なところはクリアしている10％なのかということを把握していただきたい。目標としてはやや高めとなっている気もするため，そのあたりの検討が必要である。
○県政世論調査について
【食品生活衛生課】

・資料６により事務局から説明。
・推進プランで数値目標として掲げている県民の意識の部分の評価をするための設問を設定した。

・最終的には広報課で設問を決定し，８月から実施予定である。
【烏帽子田座長】

こういった内容でよろしいか。
（意見なし）
3 その他　
○アニサキス，野生鳥獣肉の汚染状況について
【山内委員】

アニサキス，ジビエなど，今年に入って割とマスコミ等で報じられたため，状況等について，情報共有してはと思い提案した。

【食品生活衛生課】
・資料７によりアニサキスによる食中毒について説明。
・食中毒事件数はノロウイルス，カンピロバクターに次いで3番目に多くなっている。

・一般家庭では，－20℃で24時間以上の冷凍は難しいが，事業者においては効果がある。
・資料８により事務局から野生鳥獣肉の状況について報告。
【烏帽子田座長】
・ＥＵなどでは一般家庭向けのフリーザーは―28℃というのがかなり昔からである。こういったところも意識しておく必要があると思う。

○食中毒の発生について

【食品生活衛生課】

・資料９により事務局からジャガイモによる食中毒の発生について報告。　
○補足
・アレルギー表示店のところで質問のあった，主に分母となる飲食店数については約20,000店舗である。
【烏帽子田座長】

・ソラニンについては，意外にいろいろなものに含まれているようである。
・自然の恵みについては，選択的に選ばないと生ばかりでは危険ということで，山内委員から情報提供と注意喚起があった。
○全体を通しての意見等

【田中委員】
・目標の達成という点で，業界，団体の方々の部分については，何をもって達成と判定するのかが難しいと感じた。

・数値目標に関しては数字で示すと確かにわかりやすい面はあるが，実は質的な部分も非常に重要だと思う。たとえば前回，広島市からのHACCPの報告の中で，やる気の度合いによってHACCPの達成度が違うという話が印象的であった。そういうことが大事な要素をもっていると思う。
・数値目標だけに振り回されるのも難しい。様式のあり方も含めて検討が必要である。
【烏帽子田座長】

・先ほどにもあったように，HACCPの実績が10％としても，意味のある10％なのかというところが大事である。

・後で評価されるので，事務局としても，そういった点も含めて胸を張ってデータを示してほしい。
（閉会）
【食品生活衛生課】
・長時間にわたる協議に感謝する。
・次回の協議会は平成30年２月頃を予定している。

